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又
木
誠
八
郎
は
、
一
九
二
四（
大
正
一
三
）

年
三
月
二
五
日
、
鹿
児
島
県
に
生
ま
れ
た
。

地
元
の
志
布
志
中
学
校
（
現
在
の
志
布
志
高

等
学
校
）
を
卒
業
後
、
日
本
体
育
専
門
学
校

（
現
在
の
日
本
体
育
大
学
）
に
学
ん
だ
。
そ

の
後
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
三
月
神

奈
川
県
立
横
浜
第
二
中
学
校
（
現
在
の
横
浜

翠
嵐
高
校
）
を
振
り
出
し
に
、
新
城
高
校
、

横
浜
平
沼
高
校
、
高
浜
高
校
（
平
塚
市
）、
海

老
名
高
校
な
ど
で
、
四
〇
年
以
上
に
わ
た
っ

て
教
鞭
を
と
っ
た
。
そ
の
傍
ら
横
浜
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
、
神
奈
川
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
の
役
員
を
つ
と
め

る
な
ど
、
戦
後
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
と

技
術
向
上
に
力
を
尽
く
し
た
人
物
で
あ
る
。

横
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
創
立

横
浜
・
神
奈
川
に
お
け
る
戦
後
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
四

月
平
楽
国
民
学
校
で
開
か
れ
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
主

催
の
大
会
に
始
ま
る
。
未
だ
空
襲
の
爪
痕
が

残
り
、
市
街
地
の
中
枢
を
接
収
さ
れ
て
い
る

な
か
で
、
三
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
又
木

は
、
旧
知
の
仲
間
と
の
再
会
に
感
激
す
る
一

方
、「
学
校
の
白
っ
ぽ
い
汚
れ
た
感
じ
の
壁
」

が
強
く
印
象
に
残
っ
た
と
い
う
。
こ
の
大
会

と
前
後
し
て
神
奈
川
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

が
再
発
足
し
、
又
木
は
常
任
理
事
と
な
っ
た
。

こ
れ
よ
り
遅
れ
る
こ
と
約
一
年
、
今
度
は

横
浜
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
横
浜
二
中

で
開
催
さ
れ
、
約
五
〇
チ
ー
ム
の
参
加
を
得

た
。
当
時
、
同
校
で
体
育
教
師
を
つ
と
め
て

い
た
又
木
も
準
備
に
勤
し
ん
だ
。

横
浜
二
中
（
現
翠
嵐
高
）
の
校
庭
に
生

徒
の
手
に
よ
っ
て
薄
暮
の
中
で
、
し
つ

ら
え
た
砂
利
だ
ら
け
の
コ
ー
ト
？
四
面
、

四
寸
角
材
の
ポ
ー
ル
…
勿
論
フ
ェ
ン
ス

等
あ
ろ
う
筈
は
な
く
、
レ
シ
ー
ブ
に
失

敗
す
れ
ば
ボ
ー
ル
は
校
庭
を
転
々
、
下

手
す
る
と
崖
下
に
落
ち
る
。
必
死
に
ボ

ー
ル
を
追
う
。
空
き
腹
に
ズ
シ
リ
と
来

る
。
ま
こ
と
に
鍛
練
的
ハ
ー
ド
な
も
の

で
、
ヨ
ー
チ
ン
と
称
す
る
擦
り
傷
用
の

薬
を
必
需
品
と
し
た
。
今
顧
み
れ
ば
素

朴
そ
の
も
の
賑
や
か
な
楽
し
い
大
会
で

あ
っ
た
（『
横
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
五

十
年
史
』
三
六
頁
）。

こ
の
大
会
を
受
け
て
、
翌
年
（
一
九
四
八

年
）
四
月
横
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
が
結
成

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
を
主
導
し
た
の
は
、

当
時
、
横
浜
市
体
育
係
長
で
あ
っ
た
青
木
近

衛
。
彼
は
東
京
五
輪
の
際
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
二
会
場
の
誘
致
運
動
を
主
導
す
る
人
物
で

あ
る
。
又
木
は
当
初
協
会
の
代
表
理
事
を
つ

と
め
て
い
た
が
、
一
九
五
〇
年
三
月
の
定
期

総
会
で
初
代
理
事
長
に
選
出
さ
れ
た
。

横
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
は
、
毎
年
の
市

民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
加
え
、
第
四
回
国

民
体
育
大
会
（
一
九
四
九
年
）、
第
二
回
五

大
都
市
体
育
大
会
（
一
九
五
一
年
）、
香
港
チ

ー
ム
と
の
国
際
親
善
大
会
（
一
九
五
三
年
）

な
ど
を
成
功
さ
せ
て
い
っ
た
。

当
時
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
は
「
一
〇

〇
万
人
バ
レ
ー
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
た
が
、

横
浜
・
神
奈
川
の
バ
レ
ー
人
口
も
、
こ
う
し

た
大
会
を
経
て
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
八
月
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
第
二
会
場

が
横
浜
文
化
体
育
館
に
決
ま
る
と
、
横
浜
・

神
奈
川
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
は
、
大
会
準

備
と
実
施
に
奔
走
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

又
木
誠
八
郎
は
施
設
部
副
部
長
と
し
て
、

横
浜
会
場
の
設
備
全
般
を
担
当
し
た
。
準
備

期
間
中
は
毎
週
二
回
の
東
京
で
の
打
合
せ
、

参
加
チ
ー
ム
の
練
習
会
場
・
日
程
調
整
・
輸

送
の
手
配
に
加
え
、
大
会
期
間
中
は
練
習
会

場
・
本
会
場
の
双
方
で
設
営
・
用
品
の
運
搬

な
ど
に
当
た
っ
た
。
彼
は
後
年
、
次
の
よ
う

に
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
る
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正

式
種
目
に
採
用
さ
れ
た
の
は
東
京
大
会

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
参
考
に
な
る

文
献
が
な
い
。
文
字
通
り
無
か
ら
有
を

生
む
こ
と
ば
か
り
―
衆
知
を
集
め
て
の

企
画
で
、
本
務
の
傍
ら
そ
れ
に
専
念
す

る
た
め
に
帰
宅
が
深
夜
に
お
よ
ぶ
こ
と

が
屡
々
で
、
当
時
は
ま
た
そ
れ
が
至
極

当
然
と
い
う
風
潮
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

み
ん
な
世
紀
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開

催
と
ば
か
り
、
失
敗
は
到
底
許
さ
れ
る

筈
も
な
い
の
で
気
迫
十
分
な
緊
張
の
毎

日
で
あ
っ
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
は
私
に
と
っ
て
創
造
性
を
高
め
、
企

画
力
を
磨
き
組
織
的
運
営
に
自
信
を
与

え
て
く
れ
た
尊
い
体
験
で
あ
っ
た
。

（『
神
奈
川
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
五

十
年
史
』
八
一
頁
〜
八
二
頁
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
バ
レ
ー
競
技
は
、

一
九
六
四
年
一
〇
月
一
二
日
か
ら
二
三
日
に

か
け
て
開
催
さ
れ
た
。
横
浜
文
化
体
育
館
で

は
男
女
合
計
二
二
試
合
が
行
わ
れ
、
三
三
〇

横
浜
現
代
史
人
物
伝
③

　
　
又
木
　
誠
八
郎

又木誠八郎

東京オリンピックの際の横浜文化体育館の施設担当職員　前列右から6人目が又木。
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〇
〇
人
の
観
客
を
集
め
た
。
最
終
日
の
日
本

―
オ
ラ
ン
ダ
戦
は
三
位
決
定
戦
で
、
日
本
男

子
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
ま
た
同
じ
日
、

女
子
も
ソ
連
に
勝
っ
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

（
駒
沢
体
育
館
）、
以
後
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人

気
は
全
国
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

神
奈
川
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
へ

又
木
誠
八
郎
は
、
一
九
六
六（
昭
和
四
一
）

年
四
月
神
奈
川
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
理

事
長
に
就
任
し
た
。
県
協
会
は
、
横
浜
・
川

崎
・
横
須
賀
・
藤
沢
・
小
田
原
・
県
央
・
平

塚
の
七
つ
の
地
区
協
会
（
一
九
七
七
年
か
ら

相
模
原
が
加
わ
る
）と
、
実
業
団
・
高
体
連
・

中
体
連
・
大
学
な
ど
の
友
好
団
体
と
を
束
ね

て
い
た
。
実
業
団
で
は
日
本
鋼
管
、
高
体
連

で
は
藤
沢
高
校
が
全
国
大
会
で
優
勝
を
重
ね

る
な
ど
、
極
め
て
高
い
水
準
を
誇
っ
て
い
た
。

又
木
は
、「
理
論
的
な
根
拠
に
立
脚
し
た
、
す

じ
を
通
す
強
い
性
格
と
、
繊
細
な
感
覚
と
を

も
ち
、
そ
の
実
行
力
」（『
神
奈
川
県
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
五
十
年
史
』
二
四
頁
）
を
も
っ

て
、
水
を
得
た
魚
の
如
く
、
組
織
の
拡
充
に

邁
進
す
る
こ
と
と
な
る
。

最
初
の
仕
事
は
、
日
本
リ
ー
グ
（
現
在
の

Ｖ
リ
ー
グ
）
の
開
催
で
あ
っ
た
。
日
本
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
レ
ベ
ル
の
向
上
と
底

辺
の
拡
大
を
狙
っ
て
、
一
九
六
七
年
に
日
本

リ
ー
グ
を
発
足
さ
せ
た
。
神
奈
川
県
か
ら
は

日
本
鋼
管
と
富
士
フ
ィ
ル
ム
が
選
ば
れ
、
横

浜
文
化
体
育
館
・
川
崎
市
体
育
館
・
平
塚
見

附
台
体
育
館
の
三
ヶ
所
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

理
事
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
又
木
は
、

リ
ー
グ
開
催
の
実
行
委
員
長
と
し
て
、
県
下

の
地
区
協
会
と
協
力
し
な
が
ら
準
備
を
進
め

た
。
最
大
の
問
題
は
観
客
動
員
数
と
会
場
設

営
の
問
題
で
あ
っ
た
。
深
夜
に
車
に
分
乗
し

て
ひ
そ
か
に
電
柱
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
り
、

ト
ラ
ッ
ク
を
自
前
で
借
り
て
き
て
二
千
人
以

上
の
椅
子
を
運
び
込
ん
だ
り
、
苦
労
が
絶
え

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
又
木
は
、
穴
を
空

け
た
ベ
ニ
ヤ
板
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
針
金

で
結
び
つ
け
る
方
法
を
指
南
す
る
な
ど
、
役

員
た
ち
を
鼓
舞
し
な
が
ら
、
大
会
を
成
功
へ

と
導
い
た
。
こ
の
経
験
が
、
地
区
協
会
の
運

営
能
力
を
磨
き
、
県
協
会
の
組
織
強
化
に
も

つ
な
が
る
結
果
と
な
っ
た
。

友
好
団
体
と
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

又
木
誠
八
郎
は
、横
浜
第
二
高
等
学
校（
翠

嵐
高
校
）
を
率
い
て
国
体
で
準
優
勝
し
た
経

験
（
一
九
四
九
年
）
を
持
ち
、
神
奈
川
県
の

み
な
ら
ず
、
関
東
・
全
国
の
高
体
連
の
専
門

部
長
を
つ
と
め
る
な
ど
、
高
校
バ
レ
ー
の
技

術
指
導
・
強
化
に
終
始
つ
と
め
た
。
し
か
し

そ
れ
以
上
に
、
彼
が
心
を
砕
い
て
い
た
の
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
口
の
拡
大
で
あ
っ
た
。

又
木
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
は

「
金
持
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
」「
好
き
で
や
っ
て
た

時
代
」
で
あ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
よ

う
や
く
「
見
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
が
定
着
し

て
き
た
。
し
か
し
昭
和
四
〇
年
代
は
さ
ら
に

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
」
の
普
及
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

地
区
協
会
の
充
実
に
加
え
て
、
県
協
会
の
友

好
団
体
の
拡
充
が
急
務
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

地
区
協
会
と
友
好
団
体
の
マ
ト
リ
ク
ス
に
よ

っ
て
組
織
強
化
と
普
及
拡
大
を
図
る
こ
と
が
、

彼
の
理
想
と
す
る
組
織
像
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
新
た
に
、
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
（
後
述
）、
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
（
一
九
七
五
年
）、
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
（
同
年
）
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の

友
好
団
体
は
、
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た
県
選
抜
優
勝
大

会
に
参
加
し
、
各
種
別
の
選
考
競
技
会
で
技

術
を
競
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
一
九
七
三
年
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
神
奈

川
友
の
会
を
誕
生
さ
せ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛

好
者
の
組
織
化
・
定
着
化
を
図
ろ
う
と
し
た
。

な
か
で
も
最
も
力
を
入
れ
た
の
が
、
家
庭

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
の
組
織
で
あ
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
後
、
各
自
治
体
で
は
、

婦
人
の
健
康
促
進
と
相
互
交
流
を
目
的
と
し

て
「
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
」
を
奨
励
し
て
お
り
、

一
九
七
〇
年
時
点
で
県
下
に
二
千
を
超
え
る

チ
ー
ム
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
団
体
を
組
織
化
す
べ
く
、
一
九
六
九
年
一

二
月
に
結
成
さ
れ
た
の
が
神
奈
川
県
家
庭
婦

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
で
あ
る
。

同
連
盟
は
、
春
と
秋
に
競
技
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
活
動
を
続
け
た
が
、
加
盟
団
体
は

目
標
の
二
百
チ
ー
ム
に
届
か
ず
、
組
織
化
は

進
ま
な
か
っ
た
。
同
連
盟
の
顧
問
で
あ
っ
た

又
木
は
、
地
区
連
盟
を
創
設
す
る
こ
と
を
勧

め
た
が
、
思
う
よ
う
に
進
展
し
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
一
つ
の
転
機
と
な
っ
た

の
が
一
九
七
六
年
の
「
山
ゆ
り
杯
」
で
あ
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
神
奈
川
新
聞
社
・
テ
レ

ビ
神
奈
川
と
県
協
会
が
主
催
し
た
競
技
会
で
、

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
初
め
て
マ
ス
コ
ミ
が

大
き
く
取
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
注
目
が

集
ま
っ
た
。
二
七
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
県

内
八
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
れ
て
三
ケ
月
に
わ
た
る

予
選
会
が
行
わ
れ
た
後
、
各
地
区
代
表
に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
優
勝
杯
を
争
っ
た
。

こ
の
翌
年
、
県
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
は
改
組
し
、
県
下
に
九
地
区
連
盟
が
置

か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
又
木
は
副
会
長
の
座

に
座
っ
た
。
第
二
回
目
の
山
ゆ
り
杯
か
ら
は
、

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
も
共
催
に
加

わ
り
、
以
後
九
ブ
ロ
ッ
ク
で
予
選
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
第
九
回
（
一
九

八
四
年
）
か
ら
は
小
田
急
も
加
わ
り
、
参
加

チ
ー
ム
も
急
増
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

国
際
親
善
と
環
太
平
洋
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

又
木
誠
八
郎
は
、
一
九
六
六（
昭
和
四
一
）

年
以
降
、
主
た
る
活
躍
の
舞
台
を
県
協
会
に

置
い
た
も
の
の
、
横
浜
協
会
で
も
副
理
事
長

を
つ
と
め
て
い
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
で
運
営
実
績
を
積
ん
だ
横
浜
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
は
、
横
浜
文
化
体
育
館
を
拠
点
に
、

中
国
・
ソ
連
な
ど
と
の
親
善
大
会
を
毎
年
の

よ
う
に
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
横
浜
協
会
の
活
動
は
、
当
時
飛

鳥
田
一
雄
市
長
が
進
め
て
い
た
「
都
市
外
交
」

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
。
一
九
六
八
年
九
月
、

飛
鳥
田
市
長
の
オ
デ
ッ
サ
（
旧
ソ
連
、
横
浜

の
姉
妹
都
市
）
訪
問
に
際
し
て
、
又
木
は
副

団
長
総
務
と
し
て
横
浜
選
抜
チ
ー
ム
を
率
い

て
同
行
し
た
。
翌
年
、
今
度
は
オ
デ
ッ
サ
チ

ー
ム
が
来
浜
し
た
際
に
は
、
文
化
体
育
館
で

四
日
間
に
わ
た
り
親
善
試
合
が
開
催
さ
れ
た

が
、
又
木
は
大
会
副
本
部
長
と
し
て
、
競
技
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全
般
を
取
り
仕
切
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
中
国

上
海
市
と
の
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
会

（
一
九
七
五
年
六
月
）
や
、
高
校
選
抜
チ
ー

ム
の
友
好
代
表
団
派
遣
（
一
九
七
六
年
八
～

九
月
）
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
て
海
外
へ
と
広
が
り
を
み
せ
て
い

っ
た
又
木
誠
八
郎
の
活
動
は
、
環
太
平
洋
ジ

ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
へ
と
結

実
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ワ

イ
州
・
カ
ナ
ダ
の
呼
び
か
け
で
、
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
一
九
七
四
年

に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・

中
国
・
韓
国
・
台
湾
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
が
参
加
し
て
、
毎

年
行
わ
れ
た
。
又
木
は
第
一
回
以
降
、
日
本

側
担
当
者
と
し
て
運
営
に
携
わ
り
、
高
校
生

を
は
じ
め
と
す
る
若
い
世
代
に
対
し
て
、
世

界
の
実
力
を
体
感
し
、
国
際
感
覚
を
育
む
場

を
提
供
し
続
け
た
。
横
浜
で
は
、
一
九
八
二

年
八
月
に
第
九
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、
又
木

は
実
行
委
員
長
を
つ
と
め
た
。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
興
隆

又
木
誠
八
郎
の
最
後
の
活
躍
の
舞
台
は
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
か
ね
て

よ
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
イ
ン
ナ
ー
化
に
強
い

疑
問
を
抱
い
て
い
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
境
に
そ
れ
以
降

の
日
本
リ
ー
グ
等
は
全
て
屋
内
で
行
っ

た
と
思
う
。
私
は
一
般
の
大
会
の
屋
内

に
は
不
賛
成
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
オ

ー
プ
ン
コ
ー
ト
の
方
が
健
康
的
だ
と
い

う
こ
と
と
、
皆
が
屋
内
に
入
り
始
め
た

こ
ろ
藤
沢
高
校
は
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ト
で

練
習
し
て
い
て
国
体
で
優
勝
し
た
と
い

う
根
拠
が
あ
っ
た
か
ら
だ
（『
横
浜
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
五
十
年
史
』
一
五
〇

頁
）

オ
ー
プ
ン
コ
ー
ト
の
方
が
身
体
の
順
応
性
と

機
敏
性
が
鍛
え
ら
れ
、
選
手
や
役
員
の
交
流

促
進
に
も
繋
が
る
、
と
又
木
は
確
信
し
た
。

お
り
し
も
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
の
世
界
選
手
権
第
一
回
大
会
が

ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
イ
パ
ネ

マ
海
岸
で
行
わ
れ
た
。
日
本
を
含
む
七
ケ
国
、

二
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
好
評
を
博
し
た
。

以
後
そ
の
親
し
み
や
す
さ
、
面
白
さ
か
ら
、

急
速
に
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

世
界
選
手
権
が
開
催
さ
れ
た
年
の
八
月
、

藤
沢
市
の
湘
南
江
の
島
海
岸
で
第
一
回
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
開
か
れ
た
。
三
日
間

で
二
万
七
千
人
を
集
め
、
フ
ァ
ン
投
票
に
よ

る
ペ
ア
の
川
合
・
熊
田
組
が
優
勝
し
た
。
又

木
は
実
行
委
員
会
委
員
長
を
つ
と
め
た
。

こ
の
翌
年
（
一
九
八
八
年
）、
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
の
傘
下
に
日
本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

連
盟
が
設
立
さ
れ
た
。
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
人

気
は
瞬
く
間
に
全
国
に
広
が
り
、
各
地
で
地

方
大
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二

回
大
会
（
一
九
八
八
年
）
は
、
全
国
九
ブ
ロ

ッ
ク
代
表
が
参
加
し
、
予
選
グ
ル
ー
プ
戦
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
と
、
規
模
も
拡
大
し

て
行
わ
れ
た
。

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
八
月
に
は
、
横

浜
市
政
百
周
年
、
横
浜
開
港
百
三
十
周
年
祭

に
あ
わ
せ
て
、
金
沢
海
の
公
園
ビ
ー
チ
で
、

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
89
が
開

か
れ
た
。
大
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
国
際
色

豊
か
な
「
観
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
」
と
、
一
般

市
民
が
参
加
す
る
「
行
う
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
」

の
ミ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ア
メ
リ

カ
・
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
海
外
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー

を
招
い
て
日
本
チ
ー
ム
と
の
対
抗
戦
を
行
う

一
方
、
市
内
の
小
中
高
・
一
般
な
ど
六
八
三

チ
ー
ム
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
同
時
に
開

催
さ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
金
沢
海
の
公
園

ビ
ー
チ
に
は
、
二
一
面
の
コ
ー
ト
と
五
千
人

を
収
容
す
る
ス
タ
ン
ド
が
準
備
さ
れ
、
三
日

間
で
一
一
〇
〇
〇
人
を
集
め
た
。
文
字
通
り

日
本
最
大
級
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
翌
年
八
月
に
は
、
横
浜
の
姉
妹
都

市
で
あ
る
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
・
ボ
ン
ペ
イ
（
ム

ン
バ
イ
）・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
・
上
海
・
マ
ニ

ラ
に
加
え
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
選
手
を
招
い
て
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ

Ａ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
90
が
開
催
さ
れ
た
。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
、
又
木
が
追
求
し
続
け

た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
凝
縮

さ
れ
た
競
技
で
あ
り
、
彼
の
長
年
の
企
画

力
・
組
織
力
・
実
行
力
が
結
集
し
た
総
決
算

と
も
言
う
べ
き
事
業
で
あ
っ
た
。
横
浜
の
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

又
木
誠
八
郎
は
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
二

五
日
、
約
七
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
に
捧
げ
た
人
生
を
静
か
に
閉
じ
た
。
享

年
八
七
歳
。

付
記横

浜
市
史
資
料
室
で
は
、
現
在
、
又
木
誠

八
郎
の
関
係
資
料
を
整
理
中
で
す
。
な
お
末

尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
資
料
を
ご
寄

贈
頂
き
ま
し
た
又
木
ト
シ
様
、
ま
た
ご
仲
介

頂
き
ま
し
た
藤
沢
市
文
書
館
館
長
の
中
島
淳

一
様
、
同
館
史
料
専
門
員
の
澤
内
一
晃
様
に
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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